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議会改革特別委員会会議録 
 

平成２９年３月２８日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時０２分閉議（実時間４６分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議会改革に関する諸問題の調査 

  ・議員定数について 

  ・予算・決算について 

  ・議会基本条例について 

２．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  幸 村 香代子 君 

副委員長  大 倉 裕 一 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  中 村 和 美 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  堀   徹 男 君 

委  員  堀 口   晃 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

               君 

                              

○記録担当書記     増 田 智 郁 君 

            小 川 孝 浩 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（幸村香代子君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり） 

 定刻となり、定足数に達しておりますので、

ただいまから議会改革特別委員会を開会いたし

ます。 

 本日は、特定事件であります、議会改革に関

する諸問題の調査を議題とし、調査を進めてま

いります。 

 本日は、前回に引き続き、議員定数について、

予算・決算について、議会基本条例についてを

中心に審議を進めていきたいと思います。 

                              

◎議会改革に関する諸問題の調査（議員定数に

ついて） 

○委員長（幸村香代子君） それでは、まず議

員定数についてですが、まず御報告をしたいと

いうふうに思います。 

 先般開催しました委員会におきまして、本件

に対する各会派からの御意見以外に市民の御意

見を聴取するということでですね、聴取団体、

聴取内容などについて御決定をいただきました。

その後の日程、方法については委員長に一任と

いうことで御了解をいただいておりましたので、

その後、八代地域協議会及び八代地域づくり会

議に対して意見聴取のための説明を行ってまい

りましたので、まずはその御報告からさせてい

ただきたいと思います。 

 まずですね、３月１３日月曜日３時３０分か

ら、両団体の会長であらせます德田会長のほう

にですね、趣旨説明と進め方を御相談をいたし

ました。そして、了解をいただきましたので、

その後、八代市地域協議会、――これは２１名

の皆さんなんですが――につきましては３月１

７日金曜日午後４時から、また八代地域づくり

会議、――これは３０名の皆さんです――につ

きましては３月２５日土曜日１０時から、両団

体に対しまして意見聴取の趣旨、議会改革に伴

う現状などを説明してまいりました。 

 そのときに配付しました内容につきましては
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ですね、今から回覧で回したいというふうに思

います。この間、皆さんのところにもお上げし

ている資料等でもありますので、改めて１部ず

つ紹介、準備はしませんでした。回覧で回した

いというふうに思いますので、御一読いただけ

ればと思います。 

 そして、この意見聴取のですね、提出なんで

すが、返信用封筒を入れまして、返信用封筒で

返していただくということで、締め切りを４月

１０日月曜日までというふうにさせていただい

ております。 

 以上を御報告とさせていただきます。 

 本件について、何か御意見等ございませんで

しょうか。 

○委員（成松由紀夫君） うちの会派から、い

ろいろと各地域にということでお酌み取りいた

だいてありがとうございます。 

 ただ、手法とかそういったことは正副委員長

に一任ということではあったんですが、具体的

にこういった形でこういうふうに進めていきた

い旨を１回委員会の中で話された上で動かれる

のかなというふうにちょっと理解しておったも

のですから、一部、まちづくり協議会の方々か

ら、こういう意見聴取のお願いがあったという

ことでお話があったときに、今、議会改革でそ

ういう取り組みをしている部分でありますので

という程度の話しかできなくてですね。 

 よければ、私の理解であると、こういう方法

でこういうふうに進めていくんだよというのを

委員会の中で１回言っておいていただければ、

こういった内容をよろしくお願いしますという

のが少し具体的に説明できたのかなというのが

あってですね、こういうことで、こういう意見

聴取をやるというやり方とか手法というものを

具体的に聞いていればよかったかなというふう

に思います。 

 まち協もですね、皆さんもそれぞれ考え方が

あって、どがんなっとっとかいとか、唐突感が

あるとじゃないとかいという困惑された声もあ

れば、ああ、そういうことやってるんであれば

積極的に協力していかんといかんよねっていう

ような声もありましてですね。できれば、進め

るに当たっては、委員会にこういうことでやる

のでというのが事前にわかるとありがたいなと

思います。そうすると、我々も対応というか、

こういう状況なので、こういうふうに御協力を

というような話も促せるのかなというふうに思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 時間がない中ということで、スピード感を持

って正副委員長でぱっぱと動いて取り組まれた

というのは理解しますけども、できればそうい

ったことが事前にわかると進めやすいのかなと

いうふうに思います。 

○委員長（幸村香代子君） はい、わかりまし

た。そうですね。御意見として承ります。 

 日程が決まった段階ででもですね、こういっ

たふうに動きますということを、また聴取の方

法についてはこうですということをですね、御

報告しとくべきだったかなというふうに私のほ

うも思います。申しわけありませんでした。

（委員成松由紀夫君「いえいえ」と呼ぶ） 

 進め方としてそういうことと、地域協議会の

ところでですね、お話をしているのは、両方な

んですが、特に地域協議会のところは、まち協

のところで、例えば校区で１つの意見としてま

とめていただく必要はございませんと、出た意

見をですね、いろんな御意見が出ると思うので、

その御意見をですね、書いて提出してください

ということもお話をしておりますので、例えば

皆さんのところのまち協の中で、何か意見ばい

っちょにまとめなんとかいというふうな御意見

とかがお問い合わせとかありましたら、それは

そうではなくって、出た意見をですね、たくさ

ん出ればたくさん出たというところで書いてく

ださいというふうに、ちょっとお答えいただけ

れば助かります。よろしくお願いいたします。 
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○委員（成松由紀夫君） ということは、具体

的に上がってきた意見は全部、ペーパーか何か

あるんでしょうけども、それに書き込んで出す

ということなんでしょうけども、例えば地域の

中でもいろいろと賛否両論があって、具体的に

意見の聴取する場面とか対象の方々がどの程度

で、どういう形とかというのは、具体的にはど

ういう状況なってますかね。 

 それと、説明に行かれたときに反応はどうだ

ったのかなというのもお聞きしたいと思います

けど。 

○委員長（幸村香代子君） 特段ですね、説明

にお伺いしたところについては、特段、御意見、

御質問は出なかったんですが、１つ御意見とし

ては、いろいろ御意見を出していただくという

こととですね、例えば、どんな団体で、何人で、

どうするということについてはですね、もうそ

れは地域協議会のところにですね、お任せをす

るということにしてます。（委員成松由紀夫君

「お任せ」と呼ぶ）はい。 

 德田会長のとことですね、お話をしたときに、

ちょうどそのタイミング的にはですね、ちょう

ど市報が配られるタイミングなんですよ。ちょ

うど今から、さっき２７日とかって、そこにつ

いては非常に一番集まりやすい、まち協のとこ

ろがですね、集まりやすい時期でもあるからと

いうことで、そしてまた、会議の開催時期であ

るとかメンバーであるとかということについて

は、１つの校区で非常にばらばらであるので、

それはまち協の会長さんの判断で、それはもう

そこで、どの範囲で意見を取りまとめていただ

くかということについては、もうまち協にお任

せをしています。 

○委員（成松由紀夫君） 各校区、まち協のや

り方にお任せちゅうことですか。 

○委員長（幸村香代子君） はい、そうです。 

○委員（成松由紀夫君） 例えば、ある旧町村

のまち協の方からは、少しちょっと厳しい意見

があってですね、これはまち協に振るべきこと

なのかというような意見がありまして、それは

もう議会改革の中で、うちの自民党会派の中か

らも意見を出してるので御協力をという話はし

てるところと、うちあたりは、それはいろいろ

な意見聞かなきゃいけないよねっていうのもあ

って、かなりまち協単位で温度差があるような

感じで私は現在受けとっとですけれども、そう

いうのも含めて、この間の反応というのはどう

だったのかなというのがあったんですけど、特

段意見はなかったということと、対象は各校区、

まち協にお任せということであれば、その温度

差の部分というのが多少ある部分ちゅうのは、

それはもうしようがないですかね。各校区にお

任せなんですね。 

○委員長（幸村香代子君） もし何かいろいろ

あったら、事務局のほうにですね、お問い合わ

せくださいということもしてるんですが、何か

ありましたか。（｢特段ない」と呼ぶ者あり）

特段ない。（委員成松由紀夫君「問い合わせな

し」と呼ぶ）はい。 

○委員（山本幸廣君） 関連ですけど、自民党

さんのほうからこの提案をされたんですよね。 

○委員長（幸村香代子君） はい。 

○委員（山本幸廣君） これは確認しときます

から。はい。ですから、今意見が出ておるわけ

だと思うんですよ。それをよし悪しとか、どう

いうふうになったのかというのは、それははっ

きり言って、今からその結果として出るわけで

しょう。今から出るわけでしょう。 

○委員長（幸村香代子君） そうです。 

○委員（山本幸廣君） でも、我々議員という

のは、やっぱり組織の方々の意見というのを尊

重するというのは、これはもう、そういう中で

の提案を自民党はされたわけですけんから。私

のところは、その点、根回したりなんかする必

要何もなかし。 

 そういう意見をやっぱり、そういう中で委員
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長、副委員長がたい、きちっとしてからですた

い、アンケートが出たの、それで判断してから、

我々委員会にそれを提示していただければ。そ

れで委員会でそれをやっぱり議論していくとい

う、そういう流れをつくっていただければと。

そういう流れでしょう。（｢そうです、そうで

す」と呼ぶ者あり）ありがとうございます。そ

ういうことだと思います。確認していただけま

すか。 

○委員長（幸村香代子君） はい、そのように

進めたいというふうに思います。 

 多分、成松委員のところはいろいろお声が来

たところでですね、御心配をされている部分で

御発言だというふうに思いますが、よろしくお

願いをいたします。 

 事務局のほうにですね、特段、まちづくり会

議も含めてですね、特段、お問い合わせはない

ということですので、各ところ、意見聴取は４

月１０日までということになっておりますので、

それで集約をまずは進めたいというふうに思い

ます。 

 それでよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） そのほか、議員定

数について何かございませんか。よろしいでし

ょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） じゃあ、本件、議

員定数については以上で終わりたいと思います

が、よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議会改革に関する諸問題の調査（予算・決算

について） 

○委員長（幸村香代子君） それでは次にです

ね、予算・決算について審議を行いたいと思い

ます。 

 これまで、各市のですね、状況を含めた資料

をお配りして、この間、提案の分を、皆さんの、

――資料お持ちですかね。１つはこれの分と、

あともう一つが予算・決算審議というところで

ですね、その前の御意見を踏まえて、私のとこ

ろで取りまとめてましてですね、提案した部分

なんですが、１月２４日の資料となります。 

 このとき提案をしましたのが、当初予算はで

すね、これまで常任委員会に分割付託をしてま

すので、その分割付託でということと、補正予

算もこれまでどおり常任委員会に分割付託と。

企業会計は決算の時期が問題があるので、これ

までどおりの常任委員会で審査をするというこ

とで、大きくあったのが決算審査ですね。この

やり方について、常任委員会で審査をするとい

うふうに提案をしておりました資料が。（｢資

料をください」と呼ぶ者あり）はい、済みませ

ん。ちょっとお待ちください。 

 じゃあ、ちょっと小会します。 

（午前１０時１４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１７分 本会） 

○委員長（幸村香代子君） 本会に戻します。 

 それでは、予算・決算についてですね、審議

を行います。 

 お手元の資料ですが、１月２４日の資料とい

うことで、その前段としてですね、１月１１日

のときに意見交換やりまして、そして、１月２

４日のそれに基づいて、予算・決算審査につい

ての現状と、あわせて、じゃあこんなふうにし

たらどうでしょうかということのですね、提案

をしているものです。 

 提案の中身としてはですね、もう一回確認を

しますと、先ほどお話をしましたように、当初

予算はですね、これまでどおり常任委員会に分

割付託をすると。補正予算もこれまでどおり常

任委員会に分割付託をする。企業会計はですね、

決算の時期の問題がありますので、これまでど

おり所管の常任委員会で審査をすると。大きく
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ですね、決算審査をどうするかというお話だっ

たんですが、それを常任委員会でですね、審査

をするというふうにしたらというふうに思いま

す。 

 これはですね、愛知県のところのですね、大

府市のことをですね、基本にしたものなんです

が、大府市の場合はですね、９月の定例会の会

期中に審査がですね、行われています。こうす

ると、非常に会期日程がですね、延びていると

いうふうな課題もあったので、これでは補正予

算の執行がおくれるし、事業に影響があるとい

うふうに考えますので、提案としては、９月の

ですね、定例会最終日に決算議案を上程、これ

と同じですかね。（｢今までと同じ」と呼ぶ者

あり）今までと同じです。これをですね、常任

委員会に付託をするということにします。この

場合ですね、決算になりますので、議会監査は

ですね、決算審査に入ることができないという

ことになります。閉会中に常任委員会を開催し

て、決算審査を行うと。１２月定例会初日に決

算審査の常任委員会委員長報告、認定の採決と

いうことで進めたらどうかと。つまり、今の決

算審査特別委員会が開かれている、あの日程を、

ざーっと言えばですね、あれを結局常任委員会

ということで審議をしたらどうでしょうかとい

うことになります。 

 １２月定例会初日に決算審査の常任委員会委

員長報告と認定の採決、これも一緒ですよね。

決算審査委員長の報告があるのを常任委員会委

員長の報告ということでしたらどうでしょうか

ということです。 

 で、常任委員会の日程をですね、この課題と

して出るのが、常任委員会の日程をですね、ど

の段階で決めるか。今の決算審査の場合は、特

別委員会を開催して、委員を決めて、そして、

それで今度は日程の相談ということになるんで

すが、委員長、副委員長を決めてですね、なる

んですが、これを常任委員会に付託した場合、

この通常の９月の常任委員会と、あと決算審査

を行う常任委員会の日程をですね、どんなふう

に調整するかというのがひとつ課題としてはあ

るかなと。 

 審査のボリュームがですね、非常にあるとい

うことがあるので、審査のボリュームからして、

１常任委員会が１日で終わるというふうなこと

では限らないので、そうとすると二日ずつ。例

として、これはもう一例なんですが、総務が二

日、文教が二日、建設環境委員会、経済企業委

員会というふうに、二日ずつとったらどうだろ

うかというふうに思いました。 

 そして、この利点としてはですね、決算審査、

――これがさっきの表になるんですが、この横

長の表になるんですけどね、うちの委員会が、

今、常任委員会の任期が２年ということになっ

ています。そうすると、決算審査と当初予算の

ですね、審査を同じメンバーで行うことができ

るということと、当年度の、今執行されてるで

すね、当年度の執行状況もわかるということに

なるので、非常に決算と当初と当年度というこ

とのですね、連動が図れるということです。い

うなれば、３年の事業のですね、３年分の事業

と予算の連動が見えるという利点があるのでは

ないかと。 

 それと、議員全員がですね、やっぱり予算と

決算にかかわることができるということで、非

常に議会のですね、チェック機能であるとか、

そういったところがですね、きちんと図られて

いくんじゃないかということの提案をさせてい

ただいておりました。 

 これをですね、持ち帰っていただくというこ

とにしておりました。そのときの委員会で大枠

いいんじゃないかというふうな御意見もあった

んですが、各会派のところにですね、お持ち帰

りをいただくということになっておりました。 

 各会派のところの御意見をお聞きしてよろし

いでしょうか。 
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○委員（山本幸廣君） はい、よろしいです。 

 私のところは、もう既に早くこの問題を審議

をした結果ですね、流れとしてはこのままでい

いんじゃないかということで、もう忘れつつあ

りました。そういうことで、うちの会派として

はこの流れでよろしいということに結論なりま

したので、御報告いたしておきます。 

○委員（堀口 晃君） 成果のほうについては

ですね、おおむねこの方法でお願い、いいんじ

ゃないかということだったんですが、その中に

おいて、メリット、デメリット、利点はここに

書いてあるけど、デメリットについて何か、愛

知県の大府市を参考にしているという状況があ

るんで、デメリットが何かあるのかなというふ

うな意見が出たぐらいで、あとはもうスムーズ

な進行ができるシーンが、議員全員がこれにか

かわることができる。しかも、決算と現予算と

次年度の分の当初にもかかわることができると

いうことで、非常にいいステージというか、が

できるんじゃないかという、いい意見が大半で

ございました。 

○委員（堀 徹男君） 委員長がおっしゃった

提案の内容でですね、うちの会派も相談したと

ころ、いい方法じゃないかなという意見でまと

まっているところです。 

○委員（橋本隆一君） 今、堀口委員さんが言

われたように、デメリットとメリットと、デメ

リットがもし何かあればちょっとお聞きしたい

ということだったんですけど、全体としてはこ

の方向でいいんじゃないかという意見でした。 

○委員長（幸村香代子君） ありがとうござい

ます。 

 自民党会派さんはそれぞれに。絆さんから行

きますか。 

○委員（成松由紀夫君） これについては、特

に意欲的にうちの会派の中では、予算委員会の

特別委員会をつくるような話であるとか、いろ

いろとるる意見は出たんですけれども、この案

の話をした部分で行けば、皆さんがかかわられ

て、一番シンプルでわかりやすくて具体的でい

いんじゃないかというような話が大半でござい

ました。 

○委員長（幸村香代子君） はい。ありがとう

ございます。ということは……、（委員大倉裕

一君「はい」と呼ぶ）済みません、連合市民ク

ラブ。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございます。 

 うちのほうも提案もさせていただきましたけ

れども、今回の流れというのが一番、今考えら

れる中ではいい案ではないかということで提案

をさせていただいております。ぜひこういった

見直しでお願いができればということでお願い

したいと思っております。 

○委員長（幸村香代子君） はい。済みません。 

○委員（大倉裕一君） いいえ。 

○委員長（幸村香代子君） ということは……。 

○委員（橋本幸一君） １つよろしいですか。 

○委員長（幸村香代子君） はい。 

○委員（橋本幸一君） ちょっと私、自民党会

派のときはおくれてきまして、この会議には参

加してなかったもので。先ほど公明党さん、そ

れから改革クラブさんからありましたデメリッ

ト。 

○委員長（幸村香代子君） 政友会。 

○委員（橋本幸一君） ああ、政友会。政友会

からございましたデメリットというのは何かと

いうことを、その辺あれば示していただければ

と。 

○委員（中村和美君） 今一緒だと思いますが、

その次のデメリットか何かの、もうちょっと深

く検討した中で出して、そして、そういう何が

デメリットなのかというのも早く議題に上げる

ような審議の仕方がいいと思います。 

○委員（橋本幸一君） これは反対するわけじ

ゃないんですが、非常にいい公平性に見えるや

り方かなと思っておるわけですが、もしデメリ
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ットがあればという、そういう。 

○委員長（幸村香代子君） デメリットという

点というか、課題としてですね、さっき大府市

の件があったんですが、１つは大府市を参考に

したときに、９月の定例会中に全部押し込んで

おられるので、９月のですね、定例会が１カ月

半ぐらい長かったんですよ。そうすると、ここ

に書いてるように、そうすると補正予算のです

ね、結局９月議会なので、９月議会の開会があ

って、閉会のときにこの決算審査の認定も行う

ということになるので、そうすると非常に期間

が１カ月半ぐらい任期があるので、そうすると、

９月の補正予算の事業とかがやっぱりおくれる、

おくれてしまうというふうなことを感じたので、

これはやっぱりそうではなくて、９月の定例会

は定例会としてきちんと１回やった上で、やっ

たがいいなと思ったので。閉会は閉会としてき

ちんとやって、閉会中の審査ということで行っ

たほうがいいということにしてます。 

 それから、常任委員会でやるということにな

ると、非常に日程の決め方がですね、今は、先

ほどお話ししたように特別委員会なので、閉会

の最終日に委員を全部決めて、そして、日程も

特別委員会で決めてあるじゃないですか、今。

でも、そのやり方はちょっと非常に日程がばら

けてしまうので、じゃあ常任委員会として決定

していくには、どんなふうに、どの時点で決め

たがいいかなというのがあると。あと、１常任

委員会が１日で終わるかなというふうな懸念が

あるんです。 

 進め方としてですね、御提案をしたいのが、

ここの特別委員会としてほぼこのやり方でいい

んじゃないかというふうなですね、合意を得ら

れましたら、ここで考えてたわけじゃなくて、

非常に執行部との協議であるとか、事務局との

協議であるとかということを、ちょっといろん

な角度からちょっと検証させてもらって、それ

でこういった課題がありますがということでま

た御相談をするということでですね、進めさせ

ていただければいいかなというふうに思うんで

すが。 

 そうしないと、どうも私は提案をして、これ

でいいかなと思うけど、例えば執行部側から見

ると、こういった課題があるというふうに出て

くるかもしれないし、事務局側からすると、こ

ういったところを整理しないと難しいですよと

かっていう御意見もあるかもしれないので、一

旦ちょっと、ここで大枠この進め方でいいんじ

ゃないかって、方向性としてはこれでいいんじ

ゃないかっていう御確認をいただければ、そう

いったふうな協議であり、相談に入りたいとい

うふうに思うのですが、いかがでしょうか。 

○委員（成松由紀夫君） それで構わないと思

うんですけども、いや、もうこの方向で行こう

というか、先ほど言われたところのメリット、

デメリットで、メリットはもう本当にわかりや

すいところであって、そのデメリットも部分、

部分ですよね。参考が大府市ということなんで

すけども、その大府市以外でもやっとるところ

はいっぱいあるわけでしょう。その辺はどうな

んですか。大府市だけ。（委員山本幸廣君「パ

ターンのやり方だもんな、こら」と呼ぶ） 

○委員（中村和美君） ちょっと関連で。この

下のはどこ市。 

○委員長（幸村香代子君） 大府市。 

○委員（中村和美君） 大府市。（｢愛知県」

と呼ぶ者あり）ああ、愛知。ここは予算規模は、

はっきり言って八代とどうなのかというのが１

つあるな。 

○委員長（幸村香代子君） これは予算規模は

どうですか。 

○委員（中村和美君） 例えば６００億、７０

０億とかだったら、うちとあんま変わらんだろ

けど、１０００億ぐらい超えるちいえば、また

日数が変わる。 

○委員長（幸村香代子君） 人口は９万。 
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○委員（中村和美君） ９万。なら、あんま変

わらんな。９万ぐらいなら、７００億ですかね。

（発言する者あり） 

○委員長（幸村香代子君） ですね。 

○委員（中村和美君） なら変わらん。変わら

んなら、詰め方によっては１カ月半せずにでき

るということもあるし、極端に言えば、小さい

ところであれば、うちはやっぱりね、うちの半

分ぐらいの予算だったら半分ぐらいの日程でも、

１カ月半かかれば、うちはその倍の予算ならば

これは大変なことになるなという問題も出てく

ると思います。そこは議論で考えてやってもら

うというのがいかがじゃないでしょうか。 

○委員（成松由紀夫君） なので、１回この方

向でちょっと研究してみようという形にしてで

すね、やる、やらんとか、がんと決めてそれで

進めるとかじゃなくて、もうこの方向でちょっ

と研究しましょうということで、あとは具体的

にどの辺がどうなのかというのと、また今から

大府市以外のところでも参考になるような事例

があればそういうのも取り込んだり、あと、角

度変えて、執行部であったりとか事務方であっ

たりとか、部分的な修正で。 

 もう大府市しかやってないということになれ

ば、むしろそれを参考事例にして八代オリジナ

ルをつくる部分であれば、そのオリジナルの部

分がどういうふうにやったらやれるのか。しか

し、デメリットはこういうのがあるよというの

は、また次回示してもらえばいいんじゃないで

すか。もうきょう、多分、想像でああだこうだ

言うても、結局、大府市の部分とこういう部分

ですよというのがあれだろうから。 

○委員（山本幸廣君） 審査の方法とやり方と

中身の問題のボリュームの問題と執行部の考え

方もあるけんですね。やっぱり執行部としては

これだけのボリュームは絶対出しとかな、審査

をやられたら困るという面もあるかもしれんし、

我々ははっきり言って、ある程度の方法の中で

は簡素化して、一緒に分割をするわけですけん、

各常任委員会に。全体の議員が、はっきり言っ

てできるという、これのメリットですよね。 

 一番の問題は、言われたように、日程の時点

です、常任委員会のですね。先ほど言われたよ

うに、審査する中で特別に審査する（聴取不

能）で、どこに日程を調整していくかという、

この問題もやっぱり執行部のやりとりの中では

きちっと相談したほうがいいと思いますし。 

 流れはこういう流れでいいんじゃないですか。

だから、あとは詰めとしてはですね、やっぱし

執行部とのをして、言われたメリットというの

はどういうメリットがあるのかというのはです

たい、やっぱり物すご出てくると思いますよ。

事務手続をしながら、執行部とですね、うちの

議会としての。そのうちメリットは出てくると

思いますけん。メリットは必ず出ると思います。

それは全員の議員が見るわけですけん、審査す

るわけですから、一部の議員じゃなくてからで

すね。もうそれは一応メリットですよ。 

○委員長（幸村香代子君） なんですよね。皆

様の御意見を取りまとめますと、方向性として

は大枠いいんじゃないかと。あと、これを議論

するに当たって、もうちょっといろいろ、執行

部との相談であるとか事務局との相談であると

か、ほかの他市の状況であるとかとも含めて、

もう一段相談をした上でここに御提示するとい

うことでよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） わかりました。 

 では、そのようにですね、この方向性という

か、この方向性で検討を進めるということを御

確認いただいてよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） それでは、そのよ

うに進めさせていただきます。 

                              

◎議会改革に関する諸問題の調査（議会基本条



 

－9－

例について） 

○委員長（幸村香代子君） 次にですね、議会

基本条例についてです。 

 本件にもですね、ついても、持ち帰りをして

いただいておりまして、１つ提示をした、県で

開かれた市議会議員の研修会で紹介をされたで

すね、大津市のですね、議会基本条例を皆さん

のところにお渡しをして、まずちょっとこれを

読んできていただけませんかということでお話

をしていたかと思うのですけれども、（｢もう

忘れた」と呼ぶ者あり）皆さん、資料はありま

すか。（｢あります」｢なか」と呼ぶ者あり）資

料がない。 

 小会します。 

（午前１０時３６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４９分 本会） 

○委員長（幸村香代子君） 本会議に戻します。 

 資料は皆さんの手元届きましたでしょうか。

（｢はい」と呼ぶ者あり）議会基本条例の写し

の分を皆さんのところにお渡しをしたところで

す。 

 事前に中身に目を通して、御意見、御感想を

お寄せくださいということで前回持ち帰ってい

ただいておりますけれども、何か御意見、御感

想ありませんか。 

○委員（成松由紀夫君） ちょっとこれ、今、

私は拝見してる分は、少し目を通さんといかん

とですけど、きのうの野村先生のですね、見解

の中で、私の受け取り方なんですが、議会基本

条例をもむ前に、現場でしっかり伺ったらいか

がかというような第一人者の方の御発言もあっ

たので、基本条例については、まだそこまで進

めることではないのかなというふうな印象を私

は受けました。 

○委員長（幸村香代子君） ほかに御意見ござ

いませんか。 

○委員（橋本隆一君） 今のと関連して、きの

う先生が言われた、市長の反問権があるから一

番よくないんだということだったんですが、こ

の大津市の条例を見ると、その市長の反問権ち

ゅうのはどこに該当するのかなと。第１８条の

２項では、関連に対してのは質問することがで

きると書いてあるんですけれども、反問権その

ものの意図がちょっとわからなかったので、も

しどこかあれば、逆に教えていただきたい。 

○委員長（幸村香代子君） 反問権ですね。１

８条の２条は、これは……。 

○委員（橋本隆一君） ただ確認することがで

きるということなので。 

○委員長（幸村香代子君） 確認ですよね。質

問の内容の確認ですよね。 

○委員（橋本隆一君） それは反問権には該当

しないと思ってます。でも、あとの市長と議会

との関係の中では、反問権、議員の意見に対し

て執行部等の意見を述べることができるという

のがですね、どういうことをやられてるのかな

というのがちょっとあったもんですから。 

○委員長（幸村香代子君） 多分、ここの大津

市のにはですね、反問権というのはないんだと

思います。 

○委員（橋本隆一君） だから、きのうの（聴

取不能）のところはまた逆に当てはまらんのか

なという印象はあります。 

○委員長（幸村香代子君） はい。 

○委員（中村和美君） 大津市んと条例のなか

なかいいなというものと、文章ではなくて、実

際行って聞きたいなというのもあるんですが、

その中のやっぱ、第１４条の２に、議会は請願

の審査に際し、請願者から趣旨の説明を聞く機

会を確保するよう努めるものとするというよう

なことでございますので、ここをもうちょっと

具体的に。どういう具体的にやっておられるの

かなというような感じもしました。 

○委員長（幸村香代子君） これは今、議運で

審査をされた分ですかね。１４条ですね。 
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○委員（中村和美君） 今言ったのは、市民参

加の機会の充実という１４条なんですが、どの

ようにしてこう……。 

○委員長（幸村香代子君） 仕組みですか、や

り方ですか。 

○委員（中村和美君） それをうまくやってる

のかなというのはちょっと疑問に思いましたち

ゅうことです。 

○委員長（幸村香代子君） はい、疑問に思い

ました。それ調査したいという話じゃないんで

すか。 

○委員（中村和美君） ですけど、結構、僕ら

としても、いい基本条例だなというふうなこと

は思いました。 

○委員長（幸村香代子君） これは資料のです

ね、その後でつけてる分の解説の部分がですね、

これ、解説の部分を皆さんのところにお上げし

てるというふうに思うんですが、その１４ペー

ジのところに、第１４条の中身の解説とするに

は、解説の考え方で、請願の審査に際しては、

その内容を考慮した上で、請願者を委員会に招

致するなどして直接請願趣旨の説明を聞く機会

を確保するよう努めることを定めていると。だ

けん、この具体的にどがんしよらすかっていう

話でしょう、今の。 

○委員（中村和美君） そうそう、そういう話。

解説と、この条文がちょっと。まちょっと解説

が具体的に書いてあれば納得するかもしれませ

んけど、この解説でちょっとなというようなこ

とでございます。 

○委員長（幸村香代子君） 何かほかに御意見

等ありますか。 

○委員（橋本幸一君） またそれぞれ温度差も

ある、この熟知度の中で温度差もあるようでご

ざいますから、もうちょっと時間をいただきた

いと思います。 

○委員長（幸村香代子君） はい。 

 皆さんのところに、もう一度資料をお上げし

ましたので、少しまた中身を読み込んどいてい

ただくということでいいですかね。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） じゃあ、そのよう

に、議会基本条例については、これを参考にし

て少し調査を進めるということについてはよろ

しいですか。 

○委員（橋本隆一君） 済みません、意味がわ

からないのが１点あったのが、通年議会の１３

条ですね、ここには年１回とするという意味が

ちょっとわからないんですけど。 

 第１３条の議会の定例会の開催は年１回とす

るという意味がですね。大津市は年１回しかさ

っさんとだろかとか、あるいは普通、例えば…

…。その意味がちょっと知らないので、教えて

いただければと思いますけど。 

○委員長（幸村香代子君） １回開くとずっと

っていう話だと思うんですね。１回定例会とい

うことで、例えば４月に開く。１回定例会を開

けば、もうずっと通年ですから、もうずっと審

議が行われますよ、いつどのような、そういう

意味です。（委員橋本隆一君「ああ、そう意味

なんですね」と呼ぶ）はい。だから、定例会と

いうのが年１回。それが言うなれば開始という

か。 

○委員（中村和美君） この１回というのは、

当初予算の審議の１回ちゅう意味じゃなかった

の。 

○委員（大倉裕一君） いや、違います。 

○委員長（幸村香代子君） じゃなくて、今年

度、言うなれば、開会をして、開会しますって

言うと、もう１年間、１年間ずっと３６５日、

議会は開会されてますよということの意味です。

（委員橋本隆一君「ああ、それで通年議会って

書いてあるんですね」と呼ぶ）。はい。スター

トを決めると。 

○委員（橋本隆一君） ありがとうございまし

た。 
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○委員長（幸村香代子君） それではまた読ん

でいただいて、また次に皆さんのところと意見

交換をしたいと思いますが、そのように進めさ

せていただいてよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） それでは、３点終

わりました。 

                              

◎その他 

○委員長（幸村香代子君） そのほか、皆さん

のところから何か御意見等ありましたらお願い

いたします。 

○委員（山本幸廣君） 先ほど来、成松委員か

らも基本条例についての、先日の議員研修会で

野村氏がその発言をなされて、橋本委員からの

質問に野村氏が答えたわけでありますが、その

点について１点だけです。 

 議員定数の問題で野村氏があのような発言を

いたしました。私もそれからすぐ鎌倉市等々で

調査をした結果、皆さん方に、野村氏の発言と

裏腹なですね、調査結果が出ましたので、皆さ

ん方に御報告しておきます。 

 鎌倉市が１７万の人口です。議員定数が２６

名です。その中で、いろんな野村氏の発言とい

うのがほとんどありません。審議会に１つ入っ

ておりましたけども。あのような発言の中でで

すね、誤解を招くような研修会で野村氏の発言

についてはですね、私としては理解を得ないと

いうことで、委員長、――まあ、委員長、ここ

はその他でも議員定数の問題でありますので、

そこらについてはですね、もう少し野村氏の発

言についてはですね、自分の地元は１７万の人

口で２６人しかいない。それに議員の報酬は野

村氏が言ったとおり４７万５０００円やったか

な、そういう状況でありましたことをですね、

議員定数の中で、その他で、私が感じ、調査し

た結果の中でですね、御報告をいたしたい。皆

さん方のひとつ議員研修の中でのですね、野村

氏の発言というのは、私は間違ってるというよ

うな感じを受けましたということです。 

○委員（成松由紀夫君） 何万ですか。 

○委員長（幸村香代子君） １７万て。 

○委員（友枝和明君） に、２６人か。 

○委員（山本幸廣君） ２６人。 

○委員長（幸村香代子君） はい。 

○委員（成松由紀夫君） 今、山本先生のイメ

ージというか、意見というか、そういうのもあ

るんでしょうけれども、私は逆にですね、野村

先生、あれだけの今までいろいろな場面で来ら

れて、そして、全国の自治体もあの先生の書か

れた２４巻のやっぱりバイブル的なものであっ

たり、まだ日の目を見てないものも含めてです

ね、非常に鈴木田議長はすばらしい講師を選定

されたなというふうに感じておるところでした。 

 その第一人者が言われる部分というのは、や

はり何というんですかね、保守、革新、関係な

く、中立の目の中でおっしゃってたなという感

じは私は否めないなというふうに思いましたの

で、この議員定数の問題というのが議会改革に

あるところがあって、非常に聞きたい質問でも

あったなというところで、ああいう御意見でし

たので、私はあの意見はしっかりと受けとめさ

せて審議に臨もうというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（幸村香代子君） ほかにございませ

んか。 

○委員（橋本幸一君） 私もきょうですね、市

政協力員の方が見えられて、今、議員定数をち

ょっと議論しとっとたいなって言われたとき、

その人の１住民、市政協力員であるわけですが、

野村先生の話と同じことを言われたんですね。

住民の声をやっぱ幅広く吸い上げるためには、

それ相応の議員が多くなければいけないという。

そこはすぐ私も、きのう野村先生のお話でやっ

ぱこういうことを言われて、あの先生の持論と

いうのは確かに一理あったなということを共感
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したところです。 

○委員（山本幸廣君） 私も野村氏の２回目で、

私も研修でですね、その場に立ち会ったんです

けども、（｢山本議長のときに最初来とった」

と呼ぶ者あり）はい、来ました。そのときはで

すね、本当にすばらしい考えを持っておりまし

た。 

 で、私はきのう久しぶりに、何十年ぶりにお

会いしたんですけども、年をとったなという感

じで、相手もよく批判しますので、私も批判し

たいという気持ちになってですね、彼がやっぱ

りあのような研修会で、あんまりですね、批判

しなければいいんですけども、彼は本当に老い

たなという感じがしました。 

 そういう中で、人口というですね、ことをほ

とんどですね、言わないんですね。人口減少。

人口減少がですね、一番のですね、定数の問題

について議論をするという、私はそれが持論だ

と思うんですね。 

 そういうふうにお互いに感じたのを研修会で

感じたということですので、まあ、そういうこ

とでございます。すばらしい講師ですよ。

（｢山本さんも議長のときに呼んでるんだよ」

と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） ほかにございませ

んか。（委員山本幸廣君「呼んだつは呼んだば

ってん、あんころはよかったったい。３０年の

話ばっかしよった。３０年の話ばかし」と呼

ぶ） 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） きのうの研修も含

めてですね、さまざまな御意見があるというこ

とには、もう間違いのないことでありますし、

意見聴取もですね、市民の皆さんのところから

お願いをしているところでもありますので、そ

れらも含めて検討、審議を進めていきたいとい

うふうに思っております。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（幸村香代子君） なければですね、

次に、次回の開催についてなんですが、４月１

３日木曜日１０時から開催いたしたいと思いま

すので、よろしくお願いをいたします。（｢は

い」と呼ぶ者あり） 

 以上で、本日の日程は全部終了をいたしまし

た。 

 これをもって議会改革特別委員会を散会いた

します。 

（午前１１時０２分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２９年３月２８日 

議会改革特別委員会 

委  員  長 
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